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Abstract: Reticulum fiber is generally identified by silver impregnation staining methods 


which have wide variations. The staining reactions are nonspecific to reticulum fiber 


and depend upon unknown complex physical and chemical factors, thus capricious re- 


sults are to be expected. Therefore, the authors tried to modify the silver impregnation 


method and found that the procedure using an oxidize solution (0.3g potassium perman- 


ganate and 0.3m! sulfuric acid were dissolved in 100ml of distilled water) gave stable 


and satisfactory results. This method has proved superior to others in demonstrating a 


specific staining for reticulum fiber. Excellent results have been obtained in illustrating 


connective tissue structure of Kaposi’s sarcoma. 
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は じ ® に 


鍵 銀 染色 法 は 今日 まで 多く の 改良 法 (Luna.,1960) 
が 行わ ん れん てき た. これ まで 日 常 , 染色 室 に て 行わ れ 
て いる 染色 法 の 中 で は 他 の 染色 法 に 比べ て 一 般 に 弟 
し く , 技術 者 の 習熟 以外 に よい 結果 を 得る こと は で 
き な い よう に 思わ れ て いた . 鐵 銀 染色 の 欠点 は , 細 
網 線 維 以 外 に 網 内 系 細胞 や 線維 細胞 の 細胞 質 や 核 が 
銀 粒 子 で 染まる こと , 染色 操作 中 パラ フェン 切片 が 
容易 に 剣 離 し て し まう こと な ど で あ っ た . 本 法 は 上 
記 の 3 つの 欠点 を 改良 する た め に だ 開発 し た 方 法 で あ 
る . Ek, 従来 鍼 銀 染 色 を 行う た め に は その 都度 
7 前 後 の 厚 さ の パラ フィ ン 切 片 が 必要 で あっ た . 
し か し , 本 法 で は 細 綱 線維 の み が 特 異 的 に 染色 され 
る た め に 日 常 の 染色 に 用 いら れる 4u 前 後 の 厚 さ の 


ペラ フィン 切片 で 細 網 線維 の 組 い 構 築 ま で 観察 する 
こと が で きる . な お , 本 法 は 技術 的 に も 簡易 で あ 
り , し か ゃ 安定 で 満足 な 結果 を 得る こと が で きる . 


材 料 
東 ア フリ カ ・ ケ ニア AO HR BLO 生 検 例 の 
Kaposi 肉腫 を 使用 した. 


方 法 と 結果 
(1) 脱 パ ラフ ィ ン 
(2) 水 洗 
(3) 酸化 液 2 一 3 分 
酸化 液 : 0.3%5R eV VERA Y Y A e 0.6% i 
ME CERIO.3% TE) 等 量 混合 液 
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(44) 水 洗 
(5) 還元 液 (脱色 ) 1 分 (切片 が 白く な れ ば よい ) 
選 元 液 : 2 あみ シュウ 酸 液 
(6) 水 洗 
(7) ERR 1 分 
便 膜 液 2 2 硫酸 第 二 鉄 アン モニ ウム 液 (また 
は 1 多 硝 酸 ウ ラニ ル ) 
(8) 蒸留 水 水 洗 
(99) アン モニ アブ 銀 液 54 
アン モニ ブ 銀 液 10% 硝酸 银 液 20ml に , 水 酸 
化 ナ トリ ウム 0.4g を 加え る . BMAD MRA CT 
きる . よく 振 楓 し な が ら ア ン モ ニア 水 を 滴下 し, 
完全 に 透明 に な る 直前 で 止め る . 蒸留 水 を 加え て 
全量 を 100mg と し , これ を 原液 と し て 冷暗所 に 保 
存する . 使用 に 際 し て は 原液 を 5 倍 に 希釈 する . 
原液 は 密栓 し て 冷暗所 に お け ば 1 ヶ月 は 充分 に 使 
用 で きる . 
00 蒸留 水 水洗 30 秒 
⑪ 95% 7 ran 1 秒 
Q⑫ 現像 液 1 分 
現像 液 : 5 ホルマリン 
3 水洗 
(4 塩化 金融 液 5 分 
塩化 金融 液 : 0.5 多 塩化 金融 液 
9 水 洗 
9 色 出 し 液 3 分 
色 出 し 液 : 2% = YR 
⑫ 水 BE 
(8 定着 液 5 分 
定着 液 : 10 チ ォ 硫 酸 ナ トリ ウム 液 
9 洗浴 液 1 分 
洗 洒 液 0.2% BERR AK 
2) 水 洗 
kQ) ケル ン エ ヒト ロー ト で 核 染色 5 分 
ケル ン エ ヒト ロー ト 液 : 5 久 硫 酸 ア ルミ ニウム 
水落 液 100m1 を 温め , これ に ケル ン エ ヒト ロー 
ト 0.1g を 溶解 させ , 冷却 の 後に 濾過 する . 
62 水 洗 
3 Bk, Hi, BA 


結 果 

細 網 線維 : 黒色 
BERRIE : 赤色 
核 : 赤色 
細胞 質 : 桃色 


考 察 


Kaposi 肉腫 の 組織 中 に は し ば し ば 鉄 沈着 が あり , 
従来 の 細 網 線維 染色 法 で は , それ ら の も の が 共 染 し , 
結合 組織 の 構築 が わか り に く か っ た - 

著者 ら は 鐘 銀 染色 法 に お いて 従来 酸化 剤 と し て 使 
用 され て きた 過 マ ン ガ ン 酸 カリ ウム 液 に 塩酸 また は 
硫酸 を 加え る こと に より 細胞 質 に 付着 する MAS 
を 取り 除く こと が で きる 様 に な っ た . この た だ た め に 
Kaposi's 肉腫 の 結合 組織 の 構築 の 観察 が 容易 と な 
っ ただ. 

過 マ ン ガ ン 酸 カリ ウム ・ 塩 酸 (また は 硫酸 ) 混合 
液 で の 酸化 時 間 は 一 般 に 2~3 分 ぐら い が よ く , B 
化 時 間 が 2 分 より 短 か く な る に し た が っ て 細胞 質 が 
黒 っ ほ く 染 まり , 酸化 時 間 が 3 分 より 長く な る に し 
た が っ て 細胞 質 は 透明 と な る が 麟 離し や すく な る .・ 

硝 琶 銀 と アン モニ ア 水 を 混合 する と 黒色 の 二 酸 銀 
C: NOAg YUBA. この 沈殿 物 に 衝撃 を 与え 
る と 爆発 する (実験 化学 便覧 編集 委員 会 編 , 1954). 
し た が っ て 一 度 使用 し た 液 を 翌日 に 用 いる の は 危険 
CHA. 公害 防止 の た め に , この 液 を 溜め る 時 は チ 
オ 人 硫酸 ナトリウム 液 を 加え る と 埋 酸 銀 は 生成 され な 
い の で 安全 で ある ・ 

従来 の 角 銀 染色 法 で は チオ 硫酸 ナトリウム 液 の 後 
の 水洗 で パラフィン 切片 が 剣 離 し や すか っ た ( 金 
子 , 1971; 高浜 ら , 1972). し か し , チオ 人 硫酸 ナ ト 
リウ ム 液 の 後に 酢酸 水 で パラ フィ ン 功 片 を 洗う 2 こと 
により, パラ フォ ィ ン 切 片 が 剣 離し 難く な っ た . 酢酸 
水 を 使用 する と 20 多 チオ 硫酸 ナトリウム 液 を 用 いて 
$ も パラフィン 切 丹 は 剣 離し な い . この 液 の 後に 水洗 
を 行っ て も パラ フィ ン 切 片 は 剣 離 する こと は な い *: 
この た め に , チオ 硫酸 ナトリウム 液 の 濃度 を 上 げ , 
時 間 を 長く 行う こと に より 核 を よく 染め る こと が で 
きよ うに な っ た 
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Fig. 1 Cutaneous type of Kaposi’s sarcoma of the foot. 


Fig. 2 Well-recognized reticulum fibers of typical Kaposi’s 
sarcoma. (Original magnification x200). 
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